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２ 目的
　新屋高校近くに位置する秋田市大森山動物園には希少な在来
水生生物が生息する塩曳潟がある。在来水生生物保全のために
外来生物を駆除している。駆除した個体は廃棄するだけでな
く、有効活用しようと考え、疑似餌（グミワーム）として活用
し、環境に優しい商品開発と普及を目指し、疑似餌づくりに取
り組んだ。 

３ 取組内容（パウダー化と疑似餌化）
①アメリカザリガニパウダーの作成 
 
 
 
 
 
 
②アメリカザリガニパウダーとアメリカザリガニから抽出した
エキスの嗜好性チェックテスト 
⇒パウダーの方がエキスよりも反応が強かったため、疑似餌に
はパウダーを採用。 
③アメリカザリガニ疑似餌（グミワーム）の作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④アメリカザリガニ疑似餌　実釣テスト 
　⇒様々な地域の方々にも実釣テストを依頼 
⑤アメリカザリガニ疑似餌（グミワーム）の製品化 
　クラウドファンディングを行い、資金を集め、アメリカザリ
ガニ疑似餌（グミワーム）を製品販売 

４ 結果
　外来種であるアメリカザリガニを駆除しながら、アメリ

カザリガニ疑似餌（グミワーム）を制作・販売することが

できた。また、実釣テストの結果、甲殻類を好んでいる食

性魚には、効果抜群であった。

５ まとめ・今後の展望
　食品由来で作成されているグミワームにアメリカザリガ

ニパウダーを混ぜ込むことで、脱プラスチック製品でかつ
魚種をより引き付ける効果をもった疑似餌（グミワーム）
を作成することができた。 
　今後は、集魚できる科学的なメカニズムについては分

かっていないので、その研究を進めていきたい。また、製

品の形状を、より良い形へ進化できるかも検討していきた

い。そして、何よりも、この疑似餌（グミワーム）を通し

て、外来種問題 

や海洋プラスチック問題の改善 

に貢献できるよう、広報活動に 

も力を注いでいきたい。 

５　連携機関
・秋田市大森山動物園 
・NPO法人秋田水生生物保全協会 
・秋田県産業技術センター 
・齋藤憲三・山﨑貞一顕彰会 
・Eco-Gummmy fishing club他 

外来生物の有効活用  ～アメリカザリガニ疑似餌（グミワーム）～

クラウドファンディング実施
時のチラシ

１ みどり戦略との関連性
 
　本研究は、廃棄される外来種のアメリカザリガニを資源として活用していることや、環境負荷の高いプラスチックを使用し
ない製品（資材のグリーン化）という２つの目的を達成している。この事は、（２）②の  資材のグリーン化や（１）③の資
源のリユース・リサイクルに大きく関連した取組である。また、（５）⑥にある「漁業者等による  環境生態系保全 の取組」
とも間接的かつ広範的に繋がっているとも言える。 


